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金
融
機
関
数
は
減
少
基
調

　

わ
が
国
で
は
、
大
手
銀
行
は
持
ち
株
会

社
方
式
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
化
や
合
併
が
進

展
し
社
数
は
減
少
し
た
が
、
地
銀
の
数
は

そ
れ
ほ
ど
に
は
減
少
し
て
こ
な
か
っ
た
。

最
近
に
な
っ
て
、
地
域
銀
行
の
経
営
統
合

や
本
体
合
併
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
に
触
れ

る
機
会
が
増
加
し
て
き
た
。

　

銀
行
等
の
預
金
取
扱
金
融
機
関
の
数
を

振
り
返
る
と
、
1
9
9
0
年
ご
ろ
に
は

1
0
0
0
社
強
あ
っ
た
も
の
が
、

2
0
1
6
年
に
は
5
5
0
社
未
満
へ
と
減

少
し
て
い
る
。
業
態
別
に
見
る
と
、
大
手

銀
行
は
1
9
9
0
年
の
22
社
が
2
0
1
6

年
に
は
11
社
へ
と
半
減
し
て
い
る
。
信
用

金
庫
は
同
4
5
1
社
か
ら
2
6
4
社
へ
と

約
41
％
減
少
、
信
用
組
合
は
4
0
8
社
か

ら
1
5
3
社
へ
と
62
％
減
少
、
労
働
金
庫

は
47
社
か
ら
13
社
へ
と
72
％
減
少
し
て
い

る
。
第
二
地
銀
は
68
社
か
ら
41
社
へ
と
40

％
減
少
し
て
い
る
が
、
地
方
銀
行
は
64
社

の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
う
し
た
社
数
だ
け
を

眺
め
る
限
り
、
地
銀
の
再
編
が
遅
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
（
図
表
1
）。

　

大
手
銀
行
に
つ
い
て
は
金
融
持
ち
株
会

社
の
解
禁
後
に
再
編
が
進
ん
だ
上
、
02
年

後
半
か
ら
短
期
集
中
で
取
り
組
ま
れ
た
金

融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
不
良
債
権
処
理

を
強
力
に
推
し
進
め
た
こ
と
で
、
さ
ら
に

再
編
が
進
ん
だ
。
当
時
、
地
域
金
融
機
関

に
つ
い
て
は
大
手
銀
行
と
は
異
な
る
特
性

を
有
す
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ

ン
グ
（
地
域
密
着
型
金
融
）
を
手
掛
け
て

お
り
、
地
域
経
済
と
一
体
的
な
再
生
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
大
手
銀
行
よ
り
は
緩
や

か
な
不
良
債
権
処
理
の
ス
ピ
ー
ド
感
が
適

用
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
は
地
銀
の

再
編
が
、
大
手
銀
行
よ
り
も
緩
や
か
な
も

の
と
な
っ
た
要
因
の
一
つ
と
言
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
将
来
人
口

動
態
を
考
え
る
と
、
大
都
市
圏
よ
り
も
地

方
圏
の
方
が
銀
行
サ
ー
ビ
ス
需
要
者
の
減

少
が
早
く
進
む
た
め
、
地
域
の
オ
ー
バ
ー

バ
ン
キ
ン
グ
度
合
い
が
高
ま
る
懸
念
が
あ

る
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
減
り
ゆ
く
顧
客

を
奪
い
合
う
過
当
競
争
が
現
実
の
も
の
と

銀
行
合
併 

是
か
非
か

欠
か
せ
な
い
利
用
者
目
線

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
金
融
戦
略
室
長

杉
山
敏
啓

解 説

　
中
小
企
業
向
け
融
資
な
ど
の
銀
行
取
引
に
は
地
域
性
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
金
融
機
関
に
よ
る
取
引
先
を
め
ぐ
る
競
争

環
境
は
、
全
国
単
一
市
場
や
都
道
府
県
別
市
場
な
ど
の
大
く
く
り
で
は
な
く
、
市
区
町
村
別
市
場
と
し
て
見
る
こ
と
が
実

態
に
合
っ
て
い
る
。
銀
行
等
の
合
併
を
背
景
に
金
融
寡
占
度
は
上
昇
傾
向
を
た
ど
っ
て
き
た
が
、
最
近
で
は
越
境
新
規
出

店
に
よ
る
競
争
激
化
の
影
響
で
、
寡
占
度
は
一
進
一
退
と
な
っ
て
き
た
。
金
融
寡
占
度
の
変
化
が
利
用
者
に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い
て
は
、
諸
議
論
が
あ
る
。
地
域
銀
行
合
併
は
、
金
融
寡
占
化
を
進
め
、
地
域
の
貸
出
金
利
の
上
昇
を
も
た
ら
す
こ

と
が
心
配
さ
れ
る
一
方
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
安
定
化
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
大
き
い
た
め
、
多
面
的
に
評
価
す
る
必
要

が
あ
る
。

す
ぎ
や
ま
・
と
し
ひ
ろ　
三
和
総
合

研
究
所
入
社
。三
和
銀
行
事
業
調
査

部
出
向
、U
F
J
総
合
研
究
所
銀
行

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室
を
経
て
現
職
。

専
門
は
金
融
機
関
の
経
営
管
理
、金

融
シ
ス
テ
ム
分
析
な
ど
。日
本
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
協
会
検
定
会
員
。主
著

「
銀
行
の
次
世
代
経
営
管
理
シ
ス
テ

ム
」（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
）な
ど
。
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な
っ
て
い
る
。

金
融
機
関
数
と
競
争
度

　

預
金
取
扱
金
融
機
関
の
数
が
減
少
す
れ

ば
、
競
争
度
は
緩
や
か
に
な
る
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
わ
が
国
の
預
金
取
扱

金
融
機
関
の
市
場
に
お
け
る
競
争
度
を
、

客
観
的
な
指
標
に
よ
っ
て
見
て
み
る
。
市

場
競
争
度
を
表
す
指
標
と
し
て
ハ
ー
フ
ィ

ン
ダ
ー
ル
指
数
（
以
下
H
I
）
が
有
名
で

あ
る
。
H
I
と
は
、
一
つ
の
市
場
に
参
入

す
る
企
業
等
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
シ
ェ
ア
2
乗

和
で
定
義
さ
れ
る
。
計
算
例
を
挙
げ
る
と
、

1
社
独
占
で
あ
れ
ば
1
0
0
％
の
2
乗
な

の
で
1
万
で
あ
る
。
2
社
で
シ
ェ
ア
が

半
々
な
ら
ば
50
％
の
2
乗
×
2
な
の
で

5
0
0
0
で
あ
る
。
同
様
に
5
社
で
シ
ェ

ア
が
そ
れ
ぞ
れ
20
％
な
ら
ば
20
の
2
乗
×

5
な
の
で
2
0
0
0
と
な
る
。
完
全
競
争

な
ら
ば
0
に
近
似
す
る
。
こ
の
よ
う
に

H
I
の
大
き
さ
は
、
市
場
の
寡
占
度
合
い

の
強
さ
を
意
味
す
る
。

　

H
I
を
算
出
す
る
市
場
の
捉
え
方
は
、

そ
の
評
価
対
象
の
競
争
実
態
に
応
じ
て
適

切
に
定
め
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、

石
油
や
自
動
車
、
D
R
A
M
な
ど
は
、

今
や
世
界
単
一
市
場
の
中
で
競
争
を
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
銀
行
等
の
取
引
は
、
日
本
国
内
で
の

競
争
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

国
内
と
い
っ
て
も
、
全
国
単
一
市
場
の

中
で
競
争
を
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と

も
地
域
別
に
分
断
さ
れ
た
市
場
の
中
で

競
争
を
し
て
い
る
の
か
、
競
争
度
指
標

H
I
の
評
価
対
象
に
応
じ
た
適
切
な
見

方
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
地
域
別
と

い
っ
て
も
、
都
道
府
県
く
ら
い
の
範
囲

内
で
競
争
を
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い

は
市
区
町
村
く
ら
い
の
範
囲
内
で
の
競

争
と
考
え
た
方
が
実
態
に
合
う
の
か
、

銀
行
取
引
に
つ
い
て
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
を
専
門
的
に
は
「
競
争
の

地
理
的
範
囲
」
と
い
う
。

　

個
人
預
金
取
引
に
つ
い
て
は
、
最
近
で

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
支
店
や
コ
ン
ビ
ニ

A
T
M
（
現
金
自
動
預
払
機
）
取
引
な
ど

が
浸
透
し
た
こ
と
か
ら
、
競
争
の
地
理
的

範
囲
を
、
全
国
単
一
市
場
と
見
る
こ
と
は

で
き
な
く
も
な
い
。
と
は
い
え
、
地
銀
や

協
同
組
織
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
地
域
色

が
強
く
、
広
域
で
預
金
者
を
め
ぐ
っ
て
競

争
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
や
は
り
、

地
域
分
断
市
場
と
の
見
方
を
し
た
方
が
実

態
に
即
し
て

い
よ
う
。

　

地
元
企
業

向
け
貸
し
出

し
取
引
に
つ

い
て
は
、
例

え
ば
北
海
道

の
信
用
金
庫

と
沖
縄
県
の

地
銀
が
、
札

幌
市
の
企
業

を
め
ぐ
っ
て

競
争
を
し
て

い
る
姿
で
は

な
い
。
北
海

道
内
で
あ
っ

て
も
、
網
走

市
に
あ
る
信
用
金
庫
の
支
店
と
、
函
館
市

に
あ
る
地
銀
の
支
店
と
が
、
網
走
市
の
企

業
を
め
ぐ
っ
て
競
争
す
る
姿
で
は
な
か
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
銀
行
等
の
企
業
取
引
は
、

市
区
町
村
レ
ベ
ル
の
地
域
別
分
断
市
場
を

前
提
と
し
た
見
方
が
実
態
に
即
し
て
い
る
。

　

競
争
の
地
理
的
範
囲
を
全
国
単
一
市
場

と
し
て
見
る
と
、
16
年
現
在
で
全
国
市
場

に
参
入
す
る
金
融
機
関
数
は
5
4
6
社
で

あ
る
。
都
道
府
県
別
の
分
断
市
場
と
し
て

見
る
と
、
各
47
都
道
府
県
へ
の
平
均
参
入

金
融
機
関
数
は
47
・
4
社
で
あ
る
。
市
区
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408

451
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（出所）日本金融通信社「日本金融名鑑」各年版
大手銀行は都市銀行、旧長信銀、大手信託銀行の合計
便宜上、社数と表記する

〈図表1〉預金取扱金融機関数の推移
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546

（出所）日本金融通信社「日本金融名鑑」各年版
金融機関は銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫
全国単一市場は全国の店舗シェアによるHI
都道府県分断市場は都道府県別の店舗シェアによるHI（店舗数によ
る全国加重平均値を掲載）
市区町村分断市場は市区町村別の店舗シェアによるHI（店舗数によ
る全国加重平均値を掲載）

〈図表2〉地理的範囲ごとに見た金融競争度指標
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町
村
別
の
分
断
市
場
と
し
て
見
る
と
、
全

国
で
1
8
0
0
近
く
あ
る
各
市
区
町
村
へ

の
平
均
参
入
金
融
機
関
数
は
12
・
5
社
で

あ
る
（
図
表
2
）。

　

金
融
競
争
度
の
変
遷
を
過
去
約
15
年
間

に
つ
い
て
見
る
と
、
全
国
単
一
市
場
の
見

方
で
は
、
銀
行
等
の
参
入
社
数
が
減
少
し

て
い
る
た
め
、
競
争
緩
和
基
調
で
推
移
し

て
い
る
。
他
方
、
地
域
分
断
市
場
の
見
方

で
は
、
全
国
単
一
市
場
の
見
方
と
比
べ
る

と
、
競
争
緩
和
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が

分
か
る
。
特
に
、
最
近
数
年
間
に
つ
い
て

は
、
市
区
町
村
分
断
市
場

で
見
る
H
I
は
横
ば
い
か

ら
微
減
し
て
い
る
年
も
あ

り
、
金
融
競
争
度
の
緩
和

が
下
げ
止
ま
っ
て
い
る
実

情
を
示
し
て
い
る
。

店
舗
戦
略
と
競
争
度

　

金
融
機
関
数
は
全
体
と

し
て
減
少
し
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
市
区
町
村

分
断
市
場
で
見
る
H
I
が

横
ば
い
に
と
ど
ま
る
の
は

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

は
金
融
機
関
の
出
店
・
廃

店
戦
略
が
影
響
す
る
か
ら

で
あ
る
。
図
表
3
に
、
預

金
取
扱
金
融
機
関
の
出
店
・
廃
店
の
状
況

と
金
融
競
争
度
指
標
と
の
関
係
性
を
示
し

た
。
こ
こ
で
は
金
融
競
争
度
指
標
と
し
て

H
I
逆
数
（
1
÷
H
I
×
1
0
0
0
0
）

を
用
い
る
。
H
I
逆
数
は
、
市
場
の
競
争

度
合
い
を
「
同
規
模
換
算
し
た
参
入
企
業

数
」
で
示
す
指
標
で
あ
る
。

　

H
I
逆
数
は
、
2
0
0
0
年
に
は
8
・

4
社
で
あ
っ
た
も
の
が
、
05
年
に
は
6
・

6
社
ま
で
減
少
し
、
16
年
も
6
・
6
社
で

あ
る
。
市
区
町
村
別
の
分
断
市
場
の
見
方

で
は
、
一
つ
の
自
治
体
当
た
り
、
同
規
模

換
算
で
平
均
6
・
6
社
の
金
融
機
関
が
参

入
し
て
い
る
の
と
同
程
度
の
競
争
状
態
に

あ
る
。
そ
し
て
金
融
競
争
度
は
、
最
近
約

10
年
間
は
ほ
と
ん
ど
低
下
し
て
い
な
い
実

態
を
示
し
て
い
る
。

　

H
I
逆
数
は
、
グ
ロ
ス
廃
店
数
と
強
い

相
関
関
係
（
相
関
係
数
0
・
70
）
が
あ
る
。

店
舗
の
ネ
ッ
ト
減
少
数
と
の
相
関
係
数
も

0
・
69
と
強
い
。
す
な
わ
ち
、
金
融
機
関

が
廃
店
を
推
し
進
め
る
と
、
地
域
の
金
融

寡
占
度
は
高
ま
る
関
係
性
を
示
唆
す
る
。

　

越
境
出
店
数
と
は
、
地
域
金
融
機
関
に

よ
る
本
店
所
在
地
以
外
へ
の
グ
ロ
ス
出
店

数
で
あ
る
。
こ
れ
と
H
I
逆
数
と
の
相
関

係
数
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
63
と
逆
相
関
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
越
境
出
店
は
金
融
競
争

度
を
高
め
る
関
係
性
を
示
唆
す
る
。

都
道
府
県
別
の
競
争
度

　

市
区
町
村
別
H
I
逆
数
の
全
国
加
重
平

均
値
は
近
年
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
こ
と
を
見
た
が
、
金
融
競
争
度
の
水

準
や
変
化
は
、
地
域
ご
と
に
状
況
が
大
き

く
異
な
る
。
そ
こ
で
、
市
区
町
村
別
の
各

計
数
を
都
道
府
県
単
位
で
集
計
し
た
加
重

平
均
値
を
見
て
み
よ
う
（
図
表
4
）。
16

年
現
在
、
金
融
競
争
度
が
最
も
厳
し
い
の

は
東
京
都
で
あ
る
。
店
舗
H
I
逆
数
を
見

る
と
、
同
規
模
換
算
で
13
・
8
社
の
金
融

機
関
が
競
争
し
て
い
る
の
と
同
程
度
の
競

争
状
態
と
言
え
る
。
反
対
に
、
金
融
寡
占

度
が
最
も
高
い
の
は
和
歌
山
県
（
店
舗

H
I
逆
数
は
3
・
0
社
）
で
あ
る
。

　

05
年
か
ら
16
年
の
変
化
を
見
る
と
、
金

融
競
争
度
が
厳
し
く
な
っ
た
の
は
16
府
県
、

緩
和
し
た
の
は
31
都
道
府
県
で
あ
る
。
期

間
中
に
地
元
地
銀
の
合
併
が
あ
っ
た
和
歌

山
県
、
山
形
県
、
岐
阜
県
、
奈
良
県
、
北

海
道
や
、
協
同
組
織
金
融
機
関
の
統
合
が

大
き
く
進
ん
だ
県
で
店
舗
H
I
が
大
き
く

上
昇
し
て
い
る
。
他
方
、
兵
庫
県
、
宮
城

県
、
福
岡
県
、
滋
賀
県
、
愛
知
県
な
ど
の

大
都
市
圏
で
は
、
地
域
金
融
機
関
の
積
極

的
な
越
境
出
店
を
背
景
に
店
舗
H
I
は
低

下
し
て
お
り
、
競
争
化
が
進
ん
だ
。
越
境

出
店
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
っ
た
大
都
市
圏

で
、
金
融
競
争
化
が
進
ん
だ
実
情
が
表
れ

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
金
融
競
争
度
の
変
化
は
、
利

用
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
あ
ろ
う
か
。

競
争
度
変
化
の
利
用
者
へ
の
影
響

　

金
融
機
関
の
経
営
統
合
が
地
域
の
金
融

競
争
度
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
経
営
統
合
の

方
式
に
よ
っ
て
異
な
る
。
持
ち
株
傘
下
方

式
に
よ
る
経
営
統
合
方
式
を
と
り
、
傘
下

の
子
銀
行
同
士
が
合
併
し
な
い
場
合
は
、

店舗HI逆数と出店数･廃店数の関係

9.0

8.5

8.0

7.5

7.0

6.5

6.0

1,200

1,000

800

600

400

200

0

店舗HI逆数（社）
店舗数（店）

（年度）

店舗HI逆数（市区町村の加重平均）
グロス出店数 相関係数＝0.33
越境出店数  相関係数＝-0.63
グロス廃店数 相関係数＝0.7
ネット減少数 相関係数＝0.69

2000 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16

（出所）日本金融通信社「日本金融名鑑」各年版
金融機関は銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫
店舗数は国内有人店舗、無人店舗やインターネット支店などは含ま
ず、同一拠点に複数店番が入居する場合1カ店とする
出店数、廃店数はグロス数で、既存店の単なる移設、移設に伴う一時
的な店舗閉鎖/閉鎖解除等は含まない
越境出店は本店所在都道府県以外へのグロス出店数
店舗HI逆数は1÷市区町村分断市場の店舗HI×10000
相関係数は出廃店数と店舗HI逆数との相関を示す

〈図表3〉金融機関の店舗戦略と金融競争度の関係
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利
用
者
か
ら
見
れ
ば
依
然
と
し
て
別
々
の

銀
行
で
あ
る
た
め
、
選
択
肢
は
減
少
し
な

い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
か
つ
て
別
々
で
あ

っ
た
銀
行
同
士
が
本
体
合
併
す
る
方
式
で

は
、
金
融
寡
占
度
が
高
ま
る
。

　

営
業
エ
リ
ア
が
重
複
す
る
金
融
機
関
同

士
が
合
併
す
る
と
、
相
応
の
重
複
店
舗
を

統
廃
合
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
ア
ク

シ
ョ
ン
は
自
ら
の
市
場
支
配
力
を
弱
体
化

さ
せ
、
金
融
寡
占
度
の
高
ま
り
を
抑
制
す

る
方
向
に
作
用
す
る
。
と
は
い
え
全
体
と

し
て
は
、
銀
行
合
併
は
金
融
寡
占
度
を
高

め
る
結
果
を
も
た
ら
す
。

　

金
融
寡
占
化
に
よ
っ
て
金
融
機
関
の
市

場
支
配
力
が
強
く
な
る
と
、
利
用
者
の
選

択
肢
が
減
少
し
、
他
を
選
ぶ
と
い
う
道
が

閉
ざ
さ
れ
る
た
め
、
合
併
後
の
金
融
機
関

の
言
い
分
を
聞
く
以
外
に
方
法
が
な
く
な

る
事
態
が
起
想
さ
れ
る
。
地
元
企
業
が
合

併
銀
行
に
融
資
を
断
ら
れ
る
と
、
そ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

企
業
活
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
。
新
規
起

業
家
に
つ
い
て
も
、
合
併
銀
行
が
支
援
し

な
い
と
な
る
と
、
起
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自

体
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
実
際
、

金
融
寡
占
度
が
高
い
地
域
で
は
、
事
業
所

開
業
率
が
相
対
的
に
低
い
と
い
う
分
析
結

果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

金
融
庁
は
「
平
成
28
事
務
年
度
金
融
行

全国計
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

609
56
16
22
43
19
19
30
24
30
32
53
41
163
47
42
26
24
18
11
19
30
36
72
27
19
34
99
52
22
20
10
15
36
40
29
14
23
22
17
54
21
22
27
24
18
21
6

23,569
1,107
366
320
389
271
350
471
531
358
482
761
698
2,181
952
566
343
343
268
242
443
510
796
1,338
384
292
454
1,342
901
203
178
185
221
395
631
358
216
272
330
210
881
192
316
332
313
252
419
206

307,949
11,337
3,395
3,232
4,928
2,545
3,336
5,027
6,642
4,186
5,680
11,902
9,639
42,710
14,606
6,832
3,438
3,532
2,752
2,895
5,580
5,849
10,046
19,798
4,207
3,437
7,305
22,136
12,053
2,846
2,468
1,615
1,879
5,010
7,648
3,775
2,317
3,006
3,923
2,177
11,302
1,899
3,382
3,637
3,082
2,516
4,127
2,315

2,117
3,015
2,789
2,617
2,338
2,945
2,276
2,283
2,026
2,631
2,178
1,669
1,800
904
1,676
1,902
1,891
2,307
2,719
3,079
3,155
2,425
2,221
1,666
2,393
2,869
2,751
1,005
1,750
3,206
3,056
3,034
3,198
2,246
1,993
2,449
2,760
2,156
2,562
3,125
2,134
2,650
2,661
2,599
2,303
2,676
2,719
2,957

6.6
5.1
3.9
4.2
4.8
3.6
4.9
5.1
5.2
4.1
5.2
7.7
6.9
13.9
7.6
5.9
5.4
4.7
4.0
3.4
3.6
4.6
4.8
8.4
4.5
3.6
4.5
13.2
8.6
4.1
3.9
3.5
3.4
5.1
6.0
4.4
3.8
5.0
4.3
3.5
5.8
4.1
4.2
4.5
4.7
4.0
4.1
3.6

都道府県
金融機関の参入状況 2005年
過 去

参入
金融機
関数
社

金融機関
店舗数

店

店舗HI
逆数

社

金融機関
営業店
職員数
千人

店舗HI

（0～1万）
546
51
13
20
41
18
16
28
22
30
28
52
38
147
47
37
22
22
17
10
20
28
32
67
23
19
29
87
51
20
18
10
13
33
38
19
14
21
20
16
51
21
21
25
21
18
20
7

21,952
991
318
289
386
254
278
448
488
334
438
749
688
2,020
943
542
311
281
229
193
419
455
777
1,353
367
282
436
1,282
917
195
152
159
186
375
581
294
203
250
332
192
753
168
251
297
270
224
391
211

292,347
10,752
2,943
2,867
4,739
2,207
2,760
4,590
6,562
4,367
5,361
12,337
10,016
39,292
14,724
6,137
3,013
2,761
2,595
2,312
6,155
5,666
9,244
20,425
4,089
3,214
7,227
21,684
12,004
2,781
2,283
1,458
1,690
4,760
7,003
2,924
1,943
2,850
4,082
1,739
9,864
1,715
2,651
3,265
2,962
2,325
3,612
2,397

2,157
3,256
2,800
2,635
2,230
2,942
2,703
2,332
2,145
2,593
2,164
1,627
1,867
936
1,638
2,066
1,943
2,214
2,908
3,197
3,155
2,778
2,382
1,596
2,509
2,781
2,688
1,074
1,610
3,448
3,731
3,235
3,413
2,334
1,993
2,873
2,832
2,212
2,580
3,227
2,037
2,599
2,798
2,804
2,356
2,760
2,683
2,989

6.6
4.7
3.9
4.1
5.1
3.6
4.1
5.0
5.0
4.1
5.3
7.8
6.5
13.8
7.4
5.4
5.2
5.0
3.8
3.3
3.6
4.0
4.5
8.5
4.3
3.9
4.4
12.5
8.8
3.8
3.0
3.4
3.1
5.1
5.9
3.7
3.8
4.8
4.3
3.4
6.2
4.3
4.0
4.2
4.5
3.9
4.2
3.6

金融機関の参入状況 2016年
現 在

参入
金融機
関数
社

金融機関
店舗数

店

店舗HI
逆数

社

金融機関
営業店
職員数
千人

店舗HI

（0～1万）
-63
-5
-3
-2
-2
-1
-3
-2
-2
0
-4
-1
-3
-16
0
-5
-4
-2
-1
-1
1
-2
-4
-5
-4
0
-5
-12
-1
-2
-2
0
-2
-3
-2
-10
0
-2
-2
-1
-3
0
-1
-2
-3
0
-1
1

-1,617
-116
-48
-31
-3
-17
-72
-23
-43
-24
-44
-12
-10
-161
-9
-24
-32
-62
-39
-49
-24
-55
-19
15
-17
-10
-18
-60
16
-8
-26
-26
-35
-20
-50
-64
-13
-22
2

-18
-128
-24
-65
-35
-43
-28
-28
5

1,008
42
9
9
47
5
10
14
27
13
10
30
40
127
60
2
8
4
2
2
5
11
24
71
6
20
24
122
78
13
4
5
5
6
26
10
4
3
24
1
51
1
3
4
2
0
10
14

40
241
11
18

-108
-4
427
49
118
-38
-13
-42
66
32
-38
164
53
-93
189
119
-0
352
161
-70
116
-89
-63
69

-140
241
675
200
216
88
-0
424
72
56
18
102
-97
-51
137
204
52
84
-36
32

-0.1
-0.4
0.0
-0.1
0.3
0.0
-0.8
-0.0
-0.2
0.0
0.1
0.1
-0.4
-0.1
-0.2
-0.5
-0.2
0.3
-0.2
-0.1
0.0
-0.6
-0.3
0.1
-0.2
0.2
-0.1
-0.7
0.3
-0.3
-0.9
-0.1
-0.3
0.0
-0.0
-0.6
-0.0
-0.2
0.0
-0.1
0.4
0.1
-0.2
-0.3
-0.1
-0.1
0.1
-0.0

2005～2016年の変化
変 化

参入
金融機関数
期中増減
社

店舗数
ネット増減
期中増減
店

店舗HI
逆数
期中増減
社

グロス
出店数
期中総数
店

店舗HI

期中増減
（0～1万）

（注）金融機関は銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫。店舗数は国内有人店舗数、無人店舗やインターネット支店などは含まず、同一拠点に複数
店番が入居する場合1カ月店とする。
営業店職員数（本部職員数は含まない）は「日本金融名鑑」の数値に基づき一部推定を加えている。
店舗HIおよび店舗HI逆数は市区町村別の各計数の店舗シェアによる都道府県加重平均値を掲載するため、本表上で逆数計算をしても一致
しない。

（出所）日本金融通信社「日本金融名鑑」各年版、金融機関ディスクロージャー

〈図表4〉都道府県別の金融競争度
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政
方
針
」
に
お
い
て
、
担
保
・
保
証
が
足

り
な
い
企
業
先
に
対
す
る
金
融
機
関
の
取

り
組
み
が
不
十
分
と
な
る
状
況
、
す
な
わ

ち
「
日
本
型
金
融
排
除
」
が
生
じ
て
い
な

い
か
ど
う
か
実
態
把
握
を
行
う
と
し
て
い

る
。
金
融
競
争
度
の
低
下
は
、
金
融
機
関

の
一
歩
踏
み
込
ん
だ
融
資
姿
勢
を
弱
体
化

さ
せ
、
金
融
排
除
を
招
く
素
地
と
な
る
懸

念
は
否
め
な
い
。
ミ
ク
ロ
経
済
学
に
よ
る

と
、
市
場
競
争
化
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
成
立

す
る
均
衡
価
格
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
利

用
者
の
経
済
余
剰
は
拡
大
す
る
と
教
え
る
。

こ
の
理
論
に
従
え
ば
金
融
寡
占
化
は
、
地

域
の
貸
出
金
利
の
上
昇
や
、
預
金
金
利
や

手
数
料
の
条
件
悪
化
に
作
用
す
る
こ
と
に

な
る
。

　

半
面
、
合
併
に
よ
る
金
融
機
関
の
大
規

模
化
に
は
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
金
融
機
関

の
経
営
体
力
が
拡
大
す
れ
ば
、
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
能
力
が
改
善
し
、
金
融
サ

ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。
金

融
機
関
経
営
が
安
定
化
す
れ
ば
、
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
持
続
可
能
性
が
高
ま
り
、
利

用
者
か
ら
す
る
と
安
定
的
な
金
融
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
期
待
さ
れ
る
。
与
信
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
大
規
模
化
に
よ
っ
て
、
信
用

リ
ス
ク
分
散
効
果
が
発
揮
さ
れ
、
金
融
機

関
の
リ
ス
ク
テ
ー
ク
余
力
が
拡
大
し
た
り
、

貸
し
出
し
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
コ
ス
ト
の
効
率

性
が
高
ま
る
等
の
効
果
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
規
模
の
経
済
効
果
に
よ
り
、
コ
ス
ト

効
率
性
が
改
善
し
、
そ
の
一
部
が
利
用
者

に
還
元
さ
れ
れ
ば
、
貸
出
金
利
の
低
下
や
、

預
金
金
利
や
手
数
料
の
条
件
改
善
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

寡
占
化
の
影
響
め
ぐ
る
論
争

　

地
銀
等
の
本
体
統
合
に
よ
る
金
融
寡
占

化
が
も
た
ら
す
影
響
は
、
論
争
の
様
相
を

呈
し
た
。
日
銀
「
金
融
シ
ス
テ
ム
リ
ポ
ー

ト
別
冊
2
0
1
5
年
5
月
」
で
は
、
都
道

府
県
別
の
貸
出
残
高
か
ら
算
出
し
た
ハ
ー

フ
ィ
ン
ダ
ー
ル
指
数
（
貸
出
H
I
）
と
、

貸
出
平
均
利
回
り
と
の
関
係
を
図
示
し
、

両
者
の
相
関
関
係
は
プ
ラ
ス
、
す
な
わ
ち

金
融
寡
占
化
は
貸
出
利
回
り
上
昇
に
つ
な

が
る
関
係
性
を
示
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域

金
融
機
関
の
収
益
面
で
は
プ
ラ
ス
の
影
響

に
な
る
が
、
借
り
手
と
な
る
利
用
者
に
と

っ
て
は
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
に
な
る
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。

　

他
方
、
金
融
庁
「
平
成
27
事
務
年
度
金

融
リ
ポ
ー
ト
」
で
は
地
銀
の
貸
出
残
高
と

経
費
の
相
関
を
図
示
し
た
上
で
、
再
編
等

に
よ
る
地
銀
の
大
規
模
化
は
、
経
営
効
率

性
の
改
善
を
通
じ
て
貸
出
金
利
が
下
が
り
、

地
域
経
済
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を

示
唆
し
た
。
金
融
寡
占
化
に
よ
る
価
格
上

昇
圧
力
よ
り
も
、
コ
ス
ト
効
率
性
の
改
善

効
果
が
勝
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
利
用
者
に
と

っ
て
銀
行
合
併
に
期
待
す
る
最
大
の
効
果

は
、
本
当
に
「
貸
出
金
利
の
低
下
」
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
今
日
は
マ
イ
ナ
ス
金
利
環

境
を
背
景
に
、
す
で
に
貸
出
金
利
は
歴
史

的
な
低
水
準
に
あ
る
。
こ
れ
が
も
う
一
段

低
下
し
た
と
こ
ろ
で
、
利
用
者
に
と
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト
に
は
お
の
ず
と
限
度
が
あ
る

だ
ろ
う
。

　

地
域
の
利
用
者
に
と
っ
て
本
当
に
重
要

な
こ
と
は
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
持
続
可
能

性
で
あ
り
、
地
域
振
興
に
必
要
な
金
融
面

の
取
り
組
み
支
援
で
は
な
い
か
。
合
併
に

よ
っ
て
金
融
機
関
の
経
営
体
力
が
向
上
し
、

地
域
へ
の
支
援
能
力
が
高
ま
れ
ば
、
利
用

者
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
他
方
、

合
併
に
よ
っ
て
金
融
機
関
の
経
営
姿
勢
が

変
化
し
、
地
域
重
視
姿
勢
が
ト
ー
ン
ダ
ウ

ン
し
て
、
自
ら
の
短
期
的
な
収
益
を
重
視

し
た
行
動
に
転
じ
た
な
ら
ば
、
デ
メ
リ
ッ

ト
が
生
じ
る
利
用
者
も
現
れ
か
ね
な
い
。

銀
行
合
併
や
金
融
競
争
度
の
変
化
が
利
用

者
に
及
ぼ
す
影
響
は
、
先
述
し
た
よ
う
に

広
範
で
あ
り
、
多
面
的
に
評
価
す
る
必
要

が
あ
る
。
貸
出
金
利
が
上
が
る
か
下
が
る

か
に
と
ど
ま
ら
な
い
本
質
的
な
議
論
が
求

め
ら
れ
よ
う
。


